
東
の
関
ケ
原

「
幻
の
白
河
決
戦
」

直
江
兼
続
と
は

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
新
潟
県
南

魚
沼
市
の
坂
戸
城
下
樋
口
兼
豊
の
長
男

と
し
て
誕
生
。
『
藩
翰
譜
』
に
兼
豊
は

薪
炭
吏
。
母
は
直
江
景
綱
の
妹
か
泉
重

歳
の
娘
と
い
う
。
元
和
五
年
（
一
六
一

九
）
十
二
月
十
九
日
、
江
戸
の
鱗(

う
こ

ろ)

屋
敷
（
現
警
視
庁
）
で
病
死
。
六
十

歳
。
米
沢
徳
昌
寺
に
埋
葬
、
徳
昌
寺
廃

絶
後
、
東
源
寺
に
改
葬
さ
れ
、
さ
ら
に

林
泉
寺
に
改
葬
さ
れ
て
い
る
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
秀
吉
の
命
令
で
、
越
後
か
ら

会
津
一
二
〇
万
石
で
移
封
。
兼
続
は
出
羽
国
米
沢
六
万
石

（
三
十
万
石
と
も
）
の
所
領
が
与
え
ら
れ
る
。
二
月
十
日

『
異
本
長
帳
』
越
後
か
ら
石
田
三
成
、
大
谷
吉
継
が
会
津

に
入
る
。
兼
続
の
屋
敷
は
、
山
鹿
素
行
生
誕
の
地(

会
津
若

松
市
山
鹿
町)

。
八
月
十
八
日
秀
吉
が
死
去
。
九
月
二
十
日

『
上
杉
文
書
』
徳
川
秀
忠
か
ら
国
替
え
の
祝
状
と
太
刀
等

が
送
ら
れ
る
。

慶
長
四
年(

一
五
九
九)

二
月
五
日
独
自
行
動
を
す
る
家

康
に
対
し
景
勝
、
前
田
利
家
、
石
田
三
成
ら
が
起
請
文
を

提
出
。
閏
三
月
三
日
利
家
が
死
去
。
翌
日
三
成
は
、
家
康

の
利
家
病
気
見
舞
い
の
時
に
家
康
を
襲
う
計
画
だ
っ
た
こ

と
が
発
覚
し
加
藤
清
正
、
黒
田
長
政
ら
に
襲
わ
れ
、
家
康

に
助
け
ら
れ
彦
根
の
佐
和
山
城
に
退
去
す
る
。
八
月
三
日

景
勝
は
会
津
に
戻
り
、
九
月
一
日
『
東
国
太
平
記
』
兼
続

は
大
坂
を
立
ち
佐
和
山
城
の
三
成
を
尋
ね
会
津
に
入
る
。

十
一
月
角
館
の
戸
沢
氏
が
家
康
に
兼
続
の
動
静
を
報
告
。

慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

二
月
『
上
杉
年
譜
』
景
勝
は
政

宗
を
警
戒
し
白
石
城
改
修
を
甘
糟
景
継
に
命
じ
る
。
『
塔

寺
八
幡
宮
長
帳
』
白
河
口
は
人
衆
二
万
人
で
在
番
が
命
じ

ら
れ
る
。
三
月
十
八
日
『
旧
事
雑
考
・
塔
寺
八
幡
宮
長

帳
』
神
指
村
の
十
三
村
が
撤
去
さ
れ
神
指
城
本
丸
と
二
ノ

丸
、
幅
二
十
間(

約
三
十
六
㍍)

の
堀
が
築
き
始
め
ら
れ
る
。

十
二
万
人
を
動
員
し
、
総
奉
行
は
直
江
兼
続
。
三
月
二
十

一
日
『
上
杉
文
書
』
上
方
の
徳
川
秀
忠
か
ら
領
内
の
普
請

や
城
の
築
城
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
承
諾
す
る
と
書
状
が

届
く
。
六
月
一
日
『
旧
事
雑
考
』
神
指
城
の
本
丸
石
塁
と

門
、
二
ノ
丸
土
塁
と
堀
が
ほ
ぼ
完
成
。
越
後
の
雲
洞
庵
を

会
津
若
松
市
高
野
町
に
、
上
杉
家
菩
提
寺
の
林
泉
寺
を
若

松
城
下
南
に
移
し
た
。
上
杉
謙
信
の
遺
骸
を
納
め
た
御
堂

は
、
春
日
山
か
ら
若
松
城
内
に
移
し
、
新
た
な
御
堂
を
神

指
城
北
に
建
て
始
め
、
城
下
町
の
町
割
り
ま
で
し
た
。
三

月
十
一
日
『
藩
翰
譜
』
上
杉
家
を
出
奔
し
た
藤
田
信
吉
は

家
康
に
謀
反
を
訴
え
る
。
兼
続
は
「
直
江
状
」
を
出
し
た

た
め
、
家
康
は
会
津
討
伐
を
決
意
し
、
六
月
二
日
『
会
津

陣
物
語
』
家
康
は
関
東
諸
将
に
会
津
出
征
を
告
げ
る
。

六
月
十
日
『
上
杉
文
書
』
神
指
城
の
工
事
を
中
止
、
各
諸
将
に
臨
戦

態
勢
命
じ
る
。
『
白
河
風
土
記
』
に
白
河
関
の
街
道
を
塞
ぎ
、
新
た
に

境
明
神
に
街
道
を
造
り
、
皮
籠
原
の
湿
田
に
関
東
勢
を
引
込
み
、
底
を

抜
い
た
酒
樽
二
千
個
を
並
べ
上
流
か
ら
水
を
流
し
込
む
作
戦
を
と
っ
た
。

ま
た
、
白
河
関
に
城
を
築
き
、
道
の
西
に
小
屋
山
城
を
築
い
た
。
白
河

に
は
六
万
四
千
人
配
備
。
『
要
害
禄
』
に
景
勝
の
本
陣
は
勢
至
堂
の
道

谷
坂
に
築
い
た
。
『
上
杉
文
書
』
南
山
口
横
川
、
鹿
沼
右
衛
門
に
防
塁

構
築
を
指
示
す
る
。
東
の
棚
倉
に
は
、
同
盟
を
組
ん
で
い
た
佐
竹
義
宣

が
子
の
義
重
に
命
じ
防
塁
を
築
き
四
万
人
の
軍
を
移
動
し
た
。
西
の
越

後
口
津
川
に
は
御
小
屋
城
が
大
改
修
さ
れ
た
。

対
す
る
家
康
方
は
『
大
関
家
文
書
』
黒
羽
城
に
は
改
修
さ
れ
岡
部
長

盛
と
服
部
半
蔵
が
入
っ
た
。
七
月
二
十
一
日
『
戸
沢
文
書
』
家
康
は
東

北
諸
将
に
最
上
義
光
を
総
大
将
と
し
て
会
津
出
陣
を
命
じ
る
。
七
月
二

十
一
日
『
治
家
記
録
』
政
宗
は
白
石
城
に
向
け
出
陣
し
翌
日
攻
め
落
と

す
。
七
月
二
十
四
日
『
藩
翰
譜
』
三
成
の
挙
兵
の
知
ら
せ
で
評
定
、
家

康
は
大
田
原
城
に
黒
羽
城
に
秀
忠
が
入
る
予
定
だ
っ
た
。
翌
日
、
家
康

は
水
戸
の
佐
竹
に
使
者
を
送
り
、
速
や
か
に
上
杉
討
伐
に
動
か
な
け
れ

ば
、
水
戸
を
攻
め
る
と
脅
し
、
家
康
は
西
に
引
き
返
し
た
。

八
月
六
日
『
兼
続
書
状
』
会
津
に
三
成
か
ら
の
使
者
が
来
て
、
兼
続

が
返
事
を
す
る
。
八
月
十
日
『
上
杉
年
譜
』
兼
続
は
家
康
追
撃
願
い
を

景
勝
に
す
る
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
十
二
日
『
政
宗
文
書
』
家
康
は

百
万
石
の
お
墨
付
き
を
政
宗
に
与
え
る
。
二
十
四
日
秀
忠
は
宇
都
宮
城

を
発
し
西
に
向
っ
た
。

九
月
十
一
日
兼
続
は
、
最
上
義
光
が
同
盟
を
裏
切
っ
た
こ
と
を
知
り
、

山
形
の
畑
谷
城
を
攻
め
た
。
九
月
十
五
日
『
継
志
集
』
家
康
方
の
伊
王

野
氏
が
白
河
関
山
に
進
攻
し
小
屋
山
城
を
襲
い
、
上
杉
勢
一
七
三
人
、

徳
川
勢
三
九
人
戦
死
す
る
。
二
十
一
日
兼
続
の
も
と
に
関
ケ
原
の
敗
戦
、

二
十
五
日
に
は
最
上
義
光
に
勝
利
の
知
ら
せ
が
届
く
。
二
十
九
日
兼
続

は
長
谷
堂
城
か
ら
撤
退
す
る
。
十
月
六
日
『
治
家
記
録
』
政
宗
は
、
福

島
に
二
万
人
で
進
攻
す
る
も
本
庄
氏
の
岡
野
佐
内
に
攻
め
ら
れ
命
か
な

が
ら
帰
る
。
十
一
月
三
日
『
上
杉
家
記
』
景
勝
は
本
庄
繁
長
を
上
洛
さ

せ
家
康
に
謝
罪
す
る
。

上杉氏籠城戦の山城
「向羽黒古塁之図」

会津美里町
東日本最強の山城

「皮籠原防塁跡」白河市南
部に残る防塁。ここが主戦
場と想定していた

江戸中期に描かれた
「神指原古城之図」
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「
白
河
口
戦
闘
配
備
之
図
」

米
沢
市
立
図
書
館
蔵
。
配
備

の
人
数
が
書
か
れ
て
い
る


	スライド 1: 　東の関ケ原 　　「幻の白河決戦」　

